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国際的スポーツイベントに関する報道と外国人イメージ

文教大学大学院情報学研究科 准教授 佐 久 間 勲†

Isao Sakuma†

あらまし 国際的スポーツイベントに関する報道が外国人イメージに及ぼす影響を扱った実証的研究を紹介する．そし

て，その変化のメカニズムについて解説する．
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1. は じ め に

私たちが持つ外国人イメージには，さまざまな要因が影

響している．その要因のひとつがメディアである．私たち

は，ある国民に直接出会ったことがなくても，その国民に

対して何らかのイメージを持っていることが多い．それは，

テレビ，新聞，雑誌などのメディア報道を通して得た情報

に基づき，イメージを形成しているからであろう．

ただしメディア報道と言っても，その内容は多種多様で

ある．筆者はメディア報道のなかでも，オリンピック大会

やワールドカップ・サッカー大会などの国際的スポーツイ

ベントに関する報道が，外国人イメージに多大な影響を及

ぼしていると考えている．その理由として，第一に，国際

的スポーツイベントの開催期間中は短期間であるにもかか

わらず，さまざまな外国人について大量の報道が集中的に

されていること，第二に，国対抗のスポーツ大会という競

争的な文脈におかれるために外国人カテゴリが顕現化しや

すいこと，第三に，スポーツに関する報道は，政治や経済

に関するものと比較して，多くの人たちが関心を持ってい

るために，接触する頻度や時間が長いことが挙げられる．

それでは実際に，国際的スポーツイベントに関する報道

は外国人イメージに影響するのであろうか．本稿ではまず，

夏期オリンピック大会に関する研究に限定し，先行研究の

成果を紹介したい．

2. オリンピック大会に関する報道が外国人イメー
ジに及ぼす影響

高木・坂元 1)がソウル大会に関する研究を実施したこと

を契機に，バルセロナ大会 2)，アトランタ大会 3)，シドニー
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大会 4)，アテネ大会 5)6)，北京大会 7)，ロンドン大会 8) で

も，オリンピック大会に関する報道が外国人イメージに及

ぼす影響についての研究が行われてきた．これらの研究に

共通している点として，パネル調査を実施していることが

挙げられる．パネル調査とは，同一調査対象者に一定の期

間をおいて繰り返し同じ質問に回答してもらう方法である．

オリンピック大会の研究では，同一対象者に，大会の開催

前と開催後で，いくつかの外国人のイメージを回答しても

らう．そして大会の前後で，それらの回答に変化が見られ

るかを検討している．

こうしたパネル調査を用いて検討した結果，先行研究で

は，いくつかの外国人イメージが変化していることが明ら

かにされている．そしてその多くは肯定的な方向への変化

であった．たとえば，ソウル大会からシドニー大会までの

4つの大会では，外国人イメージを測定する複数の尺度 (質

問項目)を「好意度」という 1次元に集約した上で外国人

イメージの変化を検討している．そしていくつかの外国人

イメージが好意的な方向に変化していることを見出してい

る．その一方で，少数の外国人イメージは非好意的な方向

に変化していることも見出している．たとえば，ソウル大

会では，韓国 (人)およびカナダ (人)のイメージが非好意

的な方向に変化している．

ギリシャ大会以降の研究では，外国人イメージを複数の

次元からとらえて，その変化を検討している．取り上げた

主な次元としては，好意や人柄に関連する「あたたかさ (好

意度)」，頭の良さに関連する「知的能力」，そして運動神

経や運動能力に関連する「身体能力」の 3つである．あた

たかさと知的能力の次元は，ステレオタイプの基本的な 2

次元として指摘されているものである 9)．身体能力は，近

年，スポーツの場面で人 (選手)を表現するときに使用され

る言葉である 10)．特にアフリカや南米の地域の国民に関し

て表現するときに使用され，それらの国民に関するステレ

オタイプであることが指摘されている 11)．こうした複数の

次元を測定した結果，ある外国人のイメージが変化すると
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いっても，複数の次元のうちのある次元でのみで変化して

いること，ひとつの次元では肯定的な方向，別の次元では

否定的な方向に変化していることが見出されている．さら

に複数の次元のうち，スポーツと関連が深い「身体能力」

のイメージが肯定的な方向に変化していることが見出され

ている．

以上の先行研究の成果を簡単にまとめると，オリンピッ

ク大会を通して，いくつかの外国人イメージが肯定的に変

化していること，少数の外国人イメージは否定的な方向に

変化していることが明らかにされた．それではこうした変

化が生じる原因として，どのようなメカニズムが想定され

るだろうか．

3. 外国人イメージの変化のメカニズム

それぞれの先行研究のなかで，外国人イメージの変化の

メカニズムについての考察がなされているが，ここではそ

の代表的なものを取り上げて説明したい．

第一のメカニズムは，メディア報道の内容に応じた外国

人イメージの変化である．大会期間中や，その前後に起き

た出来事や事件に関するニュースの内容に応じて外国人イ

メージが変化するというメカニズムは至極当然のものであ

る (たとえば，ソウル大会のカナダ人イメージ、アテネ大

会のハンガリー人イメージ)．しかし，メディア報道の内容

が事実と異なっていたり，偏りがあったりする場合，誤っ

た外国人イメージの形成や，既存の外国人ステレオタイプ

の強化につながる可能性もある．

第二のメカニズムは，単純接触効果 (mere exposure ef-

fect)である．単純接触効果とは，ある刺激に繰り返し接触

することで，その刺激に対する好意度が増加するという現

象である 12)．オリンピック大会で活躍している外国人は繰

り返しテレビなどで報道される．そして視聴者は何度もそ

の外国人に接触する．その結果，その外国人に対して好意

を持つ (イメージが肯定的になる)．単純接触効果による説

明は，多くの外国人イメージの変化を説明することができ

る．実際に，ある特定の外国人に関するメディア報道への

接触が多くなるほど，その外国人に対する好意度が好意的

な方向に変化する傾向が見られている 3)．ただし，外国人

イメージが否定的な方向に変化することもあり，こうした

結果については単純接触効果では説明することができない．

第三のメカニズムは，自己防衛的反応である．具体的に

は自己に対して脅威をもたらす対象を否定的に評価し (悪

感情を抱き)，自尊心を維持するというメカニズムである．

たとえば，ある国家がオリンピック大会で優秀な成績を収

める一方で，自国の成績が悪かったとする．このとき優秀

な成績を収めた国家は，成績が悪かった国民の自尊心に脅

威をもたらす存在となる．そこで優秀な成績を収めた国民

に対して否定的に評価するという．ソウル大会における韓

国に対するイメージが悪化したという結果 1)は，自己防衛

的反応により説明可能であろう．

4. お わ り に

最後に，これまでの研究の問題点を述べる．

第一に，外国人イメージの変化のメカニズムに関する問

題である．それぞれの先行研究では，得られたひとつひと

つの結果を個別に説明するメカニズムはいくつか指摘され

ているものの，すべての結果を統一的に説明できる仮説 (モ

デル)の提案にはまだ至っていない．

第二に，国際的スポーツイベントの影響の特殊性に関す

る問題である。筆者は冒頭で，他の報道と比較をして，国

際的スポーツイベントに関する報道の影響が非常に強力で

あると論じた。しかし他のメディア報道との比較をした研

究については，ほとんど行われていない。

第三に，メディア報道内容の分析に関する問題である．先

行研究では，外国人イメージの変化の要因のひとつにメディ

ア報道の内容が指摘されているものの，その内容を直接検

討した研究はほとんど行われていない。

今後はこれらの問題点を踏まえた上で，国際的スポーツ

イベントが外国人イメージに及ぼす影響について研究を継

続していく必要があるだろう。
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